
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年１月２０日 発行 

組合員活動 NEWS    
Ｎo．12    集まろう！ 話そう！ つながろう！        

生協下関歯科 上岡先生を中心に、職場一体で「仲間ふやし」大奮闘 

2025国際協同組合年 ～事業所特集～  

11月以降、生協下関歯科の「仲間ふやし」がどんどん増えています。12月末時点の「仲間ふやし総数 61件」、

健文会の各事業所のなかではトップです。その要因のきっかけを作ったのは組織委員長でもある上岡先生のリー

ドによるものであると分かりました。そこで先日、支援部から上岡先生に直接インタビューしてみました。 

Q「１2月になって「仲間ふやし」が一気に伸びてきましたが、きっかけを教えてください。」 

A「ドクターの復帰もあり、診療体制に少し余裕ができ、下関歯科の組織委員長として 

この間、何もできてなかったので頑張ってみようと思い立ち、自ら意識して 

患者さんに声かけを始めました」 

Q「声かけの反応はどうですか？」 

A「今のところ、声かけしたうち 8割は加入につながっています。勢いも出て 

きたので職場内の衛生士や受付事務も率先して声かけするようになりました。 

当院に来られた対象者にはお帰りになるまでに最低でも 2回は誰かが声かけ 

フォローしていますね。」 

Q「今後、地域の組合員活動などにも参加してみたいですか？」 

A「はい。そういった機会があればぜひ、参加してみたいですね。地域組合員さんの 

活動の場を見ることも増え、医療生協の魅力を身近に感じています。そこで働く 

職員として、地域のために何かお役に立てればうれしいですね・・」 

インタビュー中、上岡先生は終始、笑顔をのぞかせておられました。先生が率先して声かけすることで、現場 

スタッフも自信をもって声かけにつながる・・。そんな相乗効果が生まれていることを実感しました。この経験 

はどの事業所にも通じる事だと思います。 

 

 
事業所紹介カードで地域へつなぐ 

「患者紹介カード」は上野理事長からの提案でした。昨年、

10月末頃、理事長自ら支援部に来られ、受け持ち外来患

者様（恩田南在住の６９歳女性）の紹介に来られました。

「お元気な方なので機関紙の手配りだったら受けてもら

えるかもしれません。当たってみてください。」 

後日、運営委員Ýさんと支援部員が訪問したところ、

ご本人が対応され「病院ではいつもお世話になっているか

ら・・いいですよ。」と快く引き受けて下さいました。 

この他にも診療事務課など、これまで計６人の患者様の

紹介を受け、結果はその都度、紹介元にお返します。班会

へお誘いしたり、ボランティア参加をお願いしたり、事業

所から地域活動へつなぐ連携が始まりました。ぜひ、他の

職場でも対象者がおられましたら、支援部までご連絡くだ

さい。 

まちづくり組合員 

活動支援部 

各事業所 

最寄りの支部と一緒に訪問 

上岡先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部   署 人数 

１ 医局秘書課 １人 

２ 医局(医師) １人 

3 薬局 ３人 

4 師長室 １人 

５ リハビリ ２人 

６ 地域福祉室 3人 

７ 在宅介護福祉事業部 1人 

８ はばたき 4人 

９ 協立歯科 2人 

１０ 上宇部クリニック 3人 

合計 １０職場 ２１人 

昨年 11月頃、2階病棟から支援部に「組合員加入のレクチャーをしてほしい」と依頼が 

ありました。師長さん、「新人の病棟スタッフは普段、組合員活動と接点がないため、加入を 

働きかけの経験がほとんどない。支援部にレクチャーをお願いしたいんですけど・・・」と。 

支援部員が 11月に 2回ほど病棟内に入り、いっしょに対象者に声掛けでまわりました。 

年が明けた先日の病院組織委員会の報告で「レクチャーを受けた看護師が声かけして加入成果につながった。

本人も喜んで自信につながったみたい」と。ここでも職種間連携で生まれた嬉しいニュースでした。 

 

 

昨年末、在宅で療養中の患者様宅を訪問した時のこと。担当支援部員がご自宅に飾って 

あるクリスマスカードに気づきました。「これはどうされたのですか？」と尋ねると、 

「（訪問診療の）白藤先生が毎年手書きで下さるんですよ」と夫さん。感激した支援部員 

が（少しだけですが）白藤先生にお話しを伺ってきましたのでご紹介します。  

Ｑ：先生、いつ頃から取り組みされているんですか？  

Ａ：吉野先生（若くして亡くなられた）が始められてからだから、 

ずいぶん以前からになるのかなぁ。  

Ｑ：毎年どんなメッセージを書かれているのでしょうか？  

Ａ：ご本人のその１年の出来事を振り返って書く 

ようにしていて、その年のがんばりや良かった 

事を書いています。患者様が来年もまた頑張ろ 

うという気持ちになってもらえるように、また、 

ご家族の励みになるようにと願って・・・。 

ちょっとしたことかもしれませんが、患者様や 

家族に思いを寄せておられる先生の大変心温まるお話でした。 

今日も患者様とそのご家族に笑顔と希望を届ける白藤先生です。 

 

機関紙手配り配布率 ８％UP大作戦！うれしい新たな手上げ 

病院２階病棟Ｎｓ『加入声かけ』がんばってます！ 

職員のみなさんへ 
給与からの控除で『積み立て増資』のお願い用紙が皆さんの 

もとに届いていると思います。申し込まれる方は記入後、 

総務部までお持ちください。みなさんの増資分はもちろん

職場目標の実績に反映されます。ぜひ、この機会に申し込み

をお願いします。（特に期限は設けていません。） 

先日、「職員向けひろば手配り協力」をいただいたみなさん、あり

がとうございました。回収できた分だけですが、左記の通り 10職場

で計 18名の新規と、３名が追加部数増に手上げがありました。 

現時点、配布地図を出して本人確認をすすめています。１月末から

の開始に向けて準備中です。総代会目標は、手配り配布率 50％到達

です。まだ、希望調査のアンケートがお手元にある部署はまちづくり

組合員活動支援部までご提出をお願いします。 

白藤先生 

心のこもったクリスマスカード♡毎年届けています 


